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はじめに

2012 年1月 14 日、第 13 代総統選挙で現職の馬
英九総統が続投を決め、5月 20 日から2期目が
始まった。

1期目において馬政権は、様々な成長戦略を打
ち出してきたが、歴代政権との対比においてもっ
とも特徴的な施策は、対中経済交流の拡大を通じ
た台湾経済の活性化であったといえる。本稿で
は、その政策を整理したうえで、それがどの程度
の効果を台湾経済にもたらしたのかを対中輸出を
中心に検討したい。

結論からいえば、現時点では、ウォン安などに
より、まだ顕著な結果が出ていない状況にある。
そこで、台湾経済の持続的な成長を着実なものに
していくうえで、2期目を迎えた馬政権が抱えて
いる課題について考察していきたい。

1．「中国活用型成長戦略」の到達点

（1）馬政権の対中経済交流に対する認識
2008 年5月 20 日に発足した中国国民党（以下、

国民党と略）の馬英九政権は、リーマンショック
を契機とする世界金融危機による景気の冷え込み
から早期脱却を図るという短期的な目標、台湾経
済の持続的発展の実現という長期的な目標の両面
から、中国との経済交流拡大に積極的に取り組ん
できた。

馬政権が対中経済交流の拡大を重視してきたの
は、①中国がすでに世界の経済大国となっている
こと、②台湾は中国との距離が近いがゆえに、中

国との経済交流拡大という潮流は、余程の政治的
な介入がない限り、避けようがないとの認識を
もっているからである1 。換言すれば、台湾の対
中経済交流の拡大・深化は、経済合理性からみて
当然との認識を馬政権がもっているということで
ある。前政権の民主進歩党（以下、民進党と略）
の陳水扁政権が行ってきた対中経済交流政策は、
産業空洞化防止に貢献するよりもむしろ、中国と
の経済交流を推し進めることで台湾が当然得られ
たであろう多くのチャンスを損なってきたという
のが、馬政権の基本認識である2 。

こうした認識に基づき、馬政権は対中経済交流
の拡大・深化を通じて台湾経済を活性化させよう
としてきた。いわば「中国活用型成長戦略」であ
る。「中国活用型成長戦略」は、その性格の違いに
より、三つに大別することができる。①対中経済
関係の「正常化」、②優遇措置の相互適用、③経済
交流のための政府間協力の推進、の三つである。
（2）「正常化」

対中経済交流の「正常化」とは、安全保障上、
産業保護上の理由から台湾の歴代政権が中国に対
してのみ適用してきた差別的な通商政策を削減、
撤廃していき、他の国と同様に中国を扱っていく
ことを指す。馬政権は発足直後から、積極的に「正
常化」に相当する措置を矢継ぎ早に打ち出してき
た。
①中国人観光客の受け入れ規制の緩和

第一に、中国人観光客の受け入れ規制の緩和で
ある。馬政権発足直後の 2008 年6月に行われた
海峡交流基金会の江丙坤董事長と海峡両岸関係協
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会の陳雲林会長の第1回会談（以下「江陳会談」
と略）での合意により、一般の中国大陸地区人民
の台湾観光が制限つきながらも可能となった3 。
(a)1人当たりの受け入れ上限を 3,000 人とし、
(b)団体旅行客のみ受け入れ（1団体当たり
10～40 名）、(c)台湾滞在期間を 10 日以内とする、
(d)台湾観光を許可する省・市・自治区を限定す
るなどの条件は付されたものの、2008 年7月にそ
の受け入れが始められた。その後、断続的に団体
旅行客の受け入れ条件が緩和され、2011 年6月か
らは個人旅行も条件つきながら解禁されている。

その結果、中国人観光客の台湾への入境者数は
2007 年の8万 1,903 人から 2011 年には 129 万
8,302 人に増加している。2010 年以降は、日本を
抜き、中国が台湾にとって最大の観光客の送り手
になっている（図表1）。
②中台直航の拡充

第二に、中台直航の拡充も図られてきた。空運
旅客便に関しては、馬政権発足前は、チャーター
便の形式で長期祝日のみ、かつ、香港飛行情報区
経由の形で「直航便」が運航されているにすぎな
かった。それに対し、馬政権発足後は、2008 年7
月からは週末チャーター便、同年 12 月からは平

日チャーター便、2009 年8月からは定期便の運航
が始められた。また、台北－上海、台北－広州飛
行情報区を直接横切る航路も開設された。便数も
2008 年7月時点の週 36 便から 2011 年6月の合
意により週 558 便にまで増加した。開放空港も、
馬政権発足前には、台湾側は桃園、高雄の2空港、
中国側は上海浦東、北京、広州、厦門の4空港に
とどまっていたが、2012 年5月末現在、台湾側が
合計 11 空港、中国側が合計 37 空港を開放空港に
指定するに至っている。

貨物空運についても、2010 年5月までに、台湾
側は桃園、高雄の2空港、中国側は上海浦東、広
州、南京、厦門、福州、重慶の6空港を開放空港
に指定し、毎週 48 便の定期便を運航することで
合意し、それが 2011 年6月の合意で毎週 58 便に
まで増便されている。

海運に関しても、馬政権発足後、2008 年 11 月
の「江陳会談」で直航が合意された後、台湾側が
13 の港湾、中国側が 70 の港湾を直航用に開放す
るに至っている。
③対中投資規制の緩和

第三に、台湾企業の対中投資規制の緩和も行わ
れた。2008 年8月には、対中投資累計認可額に対
する上限規制、2010 年2月には業種別の対中投資
規制が緩和され、半導体、液晶パネル産業、風力
発電・太陽光発電などの対中投資規制が制限つき
ながらも解禁された。産業空洞化よりも、対中投
資規制による中国でのビジネスチャンスの喪失に
配慮した対応といえる。そのほか、2009 年4月の

「金融協力協議」、同年 11 月の「金融監督管理協力
了解備忘録」の締結を契機に、銀行業の対中投資
規制の緩和も進められた。
④中国からの投資受け入れの解禁

第四に、陳政権時代は事実上禁止されていた中
国からの投資受け入れも馬政権になって始められ
た。2009 年4月の第3回江陳会談で「大陸資本の
対台湾投資」に関するコンセンサスが発表された
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（注）2012 年は 1～3 月の数値。
（資料）台湾行政院大陸委員会、交通部観光局ホームページに

より作成

図表1 観光目的の台湾入境者数



のを受けて、馬政権は 2009 年6月に関連法規を
施行し、出資比率等の条件つきながら、製造業 64
業種、サービス業 117 業種、公共建設 11 分野を開
放した。その後も漸進的に緩和され、2012 年3月
までに製造業の 96.7％、サービス業の 50.9％、公
共建設の 51.2％が開放業種に指定されている。
（3）優遇措置の相互適用～ECFA～
馬政権は「正常化」という次元にとどまらず、中
国との優遇措置の相互適用に踏み切った。優遇措
置の相互適用は、馬政権になって初めて実現され
たものである。

この質的な変化は、中台間の経済連携協定に相
当する「海峡両岸経済協力枠組み協議（Economic
Cooperation Framework Agreement、略 称
ECFA）」の発効により引き起こされた（2010 年
6月 29 日調印、同年9月 12 日発効）。ECFA で
はアーリーハーベスト（先行自由化）方式が採用
され、中国側は 539 品目の台湾製品に対して、台

湾側は 267 品目の中国製品に対して 2011 年元旦
から 2013 年元旦までに段階的にゼロ関税を適用
することなった（品目数は 2009 年版 HS 8桁分
類による、図表2）。サービス貿易に関しても、台
湾側が9業種を開放、中国側が 11 業種に出資比
率等の面で台湾企業に優遇措置を与えることで合
意している。
（4）経済交流のための政府間協力の推進
「正常化」、優遇措置の相互適用という制度的な

アレンジメント以外に、中台双方の政府が手を取
り合ってビジネスマッチング、アライアンスのた
めに協力するという構図が、馬政権になってでき
あがった。

その典型例が、中台間の「架け橋プロジェクト」
である。中台双方の政府が有望な業種を選定し、
中台間の「産業協力・交流会議」の開催を業界団
体などに委託することで、中台間のアライアンス
組成を促そうとするものである。2008 年 12 月の
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図表2 ECFAアーリーハーベストの概要
中国側 台湾側

物 品 貿 易 ア ー リ ー
ハーベスト対象品目
数合計

539品目 267品目

当該品目の相手から
の輸入額(09年)

138.4億ドル
・中国の対台湾輸入総額の16.1％

28.6億ドル
・台湾の対中輸入総額の10.5％

関 税 引 き 下 げ ス ケ
ジュール（X＝09年の
最恵国待遇関税率）

● 0%＜X≦ 5%⇒1年目 0%
● 5%＜X≦15%⇒1年目 5%⇒2年目 0%
●15%＜X ⇒1年目10%⇒2年目 5%

⇒3年目 0%

● 0%＜X≦2.5%⇒1年目 0%
●2.5%＜X≦7.5%⇒1年目2.5%⇒2年目 0%
●7.5%＜X ⇒1年目5.0%⇒2年目2.5%

⇒3年目 0%
サ ー ビ ス 貿 易 ア ー
リーハーベスト対象
業種

11業種
①会計・監査・簿記サービス
②コンピュータサービス
③自然科学・工学研究開発
④会議サービス
⑤専門デザインサービス
⑥台湾華語映画に対する輸入割当撤廃
⑦病院サービス
⑧航空機メンテナンス
⑨保険業
⑩銀行業
⑪証券・先物業

9業種
①研究開発サービス
②会議サービス
③展覧会サービス
④特定品デザインサービス（室内デザインを除く）
⑤中国華語・合同撮影映画
⑥ブローカーサービス(活きた動物を除く)
⑦スポーツ・レジャーサービス
⑧航空サービスPC座席予約システム
⑨銀行業

（注）品目数はHS8桁分類（2009年版）。
（資料）『海峽兩岸經濟合作架構協議』2010年6月29日、台湾經濟部『兩岸經濟協議（ECFA）貨品及服務貿易早期收穫計畫』2010年6

月25日により作成



漢方薬を皮切りに、2012 年4月末までに、17 業種、
延べ 36 回の「産業協力・交流会議」が開催されて
おり、参加企業数は約 1,500 社とされている4 。
それにより、中台双方の政府系研究機関の基準・
認証実験での協力、中国地方都市の LED 照明試
験プロジェクトでの協力、通信分野での中台企業
間アライアンスの組成など、一定の成果も出てい
る5 。

また、馬政権発足後、中国の各級政府・同関係
団体が台湾にミッションを派遣し、台湾企業から
各種製品の調達を行うという動きも始まった。台
湾国家安全局によると、2008 年5月から 2010 年
9月までの間に 62 の調達ミッションが台湾を訪
れ、台湾の各種団体・企業と 400 を超えるアライ
アンスに関する合意を結び、162 億米ドルの調達
意向書を締結している6 。さらには、ECFA の締
結をも受けて、2011 年 10 月の第7回「江陳会談」
では、産業協力に関する共同意見が発表され、産
業協力のヴィジョン、目標、先行的に協力を推し
進める分野が合意されている7 。

2．「中国活用型成長戦略」の成果

上述した「中国活用型成長戦略」は、台湾経済
の活性化にどの程度貢献したのだろうか。
（1）中国人観光客の受け入れ拡大

中国人観光客の受け入れ拡大は、目に見える形
で台湾経済に一定の好影響を与えたと評価してよ
いだろう。既述のとおり、すでに中国人観光客が
日本人を抜いて台湾にとって最大の旅行客の供給
源となっており、中国人観光客の台湾における消
費額は 2010 年時点で1人当たり 246 米ドル8、
それに 2011 年の中国人観光客数である 129 万
8,302 人を乗じると、3億 1,938 万米ドル、対
GDP 比で 0.07％となる（2011 年）。直接的な効
果だけでなく、ホテルの建設増加といった間接的
な波及効果も生じたとみてよいだろう。

（2）対中輸出競争力の変化
では、台湾の対中輸出競争力にはどのような変

化が生じただろうか。
①中国の輸入に占めるシェアの縮小

中国の輸入総額に占める台湾からの輸入額の
シェアをみると、2007 年の 10.6％から 2011 年に
は 7.4％にまで低下している（図表3）。国際商品
市況の高騰により中国の輸入総額に占める資源産
出国からの輸入額の割合が拡大したため、対中輸
出に占める工業製品の割合が高い韓国や日本も同
様にシェアを減らす傾向がみられたが、台湾の
シェアの縮小度は日本や韓国よりも大きい。

ECFA のアーリーハーベスト対象品目に限っ
ても、2011 年の中国の輸入全体に占める対台湾輸
入のシェアは低下しており、韓国の相対的な堅調
さが目立っている（図表4）。
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（資料）台湾経済研究院「各国商品進出口統計資料庫」により作
成

図表3 中国の輸入総額に占める台湾のシェア

（資料）台湾経済研究院「各国商品進出口統計資料庫」により作
成

図表4 中国の輸入総額に占める台湾のシェア
（ECFAアーリーハーベスト対象品目）



②シェア縮小の原因
こうした結果から、ECFA に代表される「中国

活用型成長戦略」の有効性を否定する声もある。
しかし、そのような結論を出すのは早計である。

例えば、ECFA が台湾製品の輸出競争力の強化
に一定の貢献をしたとみて間違いない。ECFA
の優遇関税の適用を受ける形で行われた台湾製品
の中国の輸入は 2011 年時点で 41.2 億米ドル、関
税減免額は 1.2 億米ドルであった。つまり、3.0％
の減税効果があったことになる。

それにもかかわらず、中国の輸入に占める台湾
製品のプレゼンスが低下した理由として考えられ
るのは、韓国のウォン安の影響である。リーマン
ショック前の 2008 年1月を基準とすると、台湾
ドルも人民元に対して 2012 年3月時点で 13.4％
減価しているが、韓国ウォンは 33.9％も減価して
いる。台湾は韓国と対中輸出構造がよく似ている
だけに、台湾はウォン安の影響を受けやすいと考
えられ、それが図表3、図表4でみた韓国の相対
的な堅調さの一因となっている可能性が高い。

3．2期目を迎えた馬政権の課題

（1）ECFA後続協議のさらなる進展
こうした状況を脱却するためには、ECFA の後

続協議を早期に妥結させることが必要だと馬政権
は認識している。韓国が欧州連合（EU）と 2011
年7月1日に、米国と 2012 年3月 15 日に FTA
を発効させたうえ、さらに 2012 年5月の日中韓
首脳会談で年内に日中韓 FTA 交渉が開始される
ことになったことが、ECFA の交渉加速が必要な
理由とされている。行政院策略小組の召集人であ
る管中閔政務委員は、モノの貿易に関しては 2013
年4月までに交渉を終え、7月頃に調印、サービ
ス貿易については 2012 年末までに交渉を終了さ
せることを目標として掲げている9 。なかでも、
対中輸出上、韓国と競合している度合いの強い液
晶パネル、機械、化学製品などで中国からゼロ関
税を早期に獲得することが目指されるだろう。

ただし、中国側は ECFA に基づく優遇関税の
適用の前提として、台湾側に対してさらなる「正
常化」の進展を求める可能性が高い。そうなれば、
産業空洞化や、対中経済依存度の上昇による中国
の統一攻勢への脆弱性の高まりを危惧する声が強
まる可能性が高く、そうした声にどのように向き
合うかが問われよう。

また、中国側の識者のなかには、明確な形での
政治的な関係改善がなければ、通信、金融、ハイ
テク産業といった安全保障とも関わりうる領域で
互いに関係強化を図ることは難しいと述べる者も
少なくない。ECFA 交渉を梃子に、台湾側に対し
て政治的な妥協を求める可能性もないとはいえな
い。馬政権としては、2期目においても「一中各
表」（「一つの中国」の中身はそれぞれが表明する、
馬政権は「一つの中国」とは「中華民国」と認識）
のもと、「統一せず、独立せず、武力行使せず」（「不
統、不独、不武」）という三つのノーを堅持する方
針だが、中国側の政治的な要求がどのような形で
出てくるかによって、ECFA 後続協議のスピード
や内容が左右される可能性もあるだろう。
（2）他国との経済関係の強化

馬政権は、FTA 外交に力を入れており、2010
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（注）消費者物価指数ベース。
（資料）CEIC により作成

図表5 対人民元実質レート



年 8 月 5 日 に は シ ン ガ ポ ー ル と の FTA
（Agreement between Singapore and the
Separate Customs Territory of Taiwan, Penghu,
Kinmen and Matsu on Economic Partnership）に
関する公的な共同研究に着手し、2010 年 12 月 15
日には正式交渉入りを宣言している。ニュージー
ランドとも経済協力協定（Economic Cooperation
Agreement: ECA）の公的な共同研究を開始する
ことが 2011 年 10 月 25 日に発表されている。ま
た、馬総統は4年以内に日本との FTA を締結し、
8年以内に環太平洋パートナーシップ協定

（TPP）加入の準備をする方針を打ち出している。
ただし、台湾と他国との FTA 締結に対しては、
中国側が過去に影響力を行使してきたとされる。
馬総統も、中国との大幅な改善なくして、他国が
台湾との FTA 交渉に合意するとは思えず、国際
機関にも参加できるようにはならない、との認識
を持っている10。実際に、上述したように、中国
政府が新たな政治協議を求めてくる可能性もある
なか、中国との関係を安定的に保ちつつ、台湾の
自立性を維持し、他国との FTA 締結に結びつけ
るという課題に馬政権は今まで以上に直面する可
能性があるだろう。
（3）イノベーション指向型の持続的成長路線へ

の転換
上述した FTA 締結上の劣勢、制約が圧し掛

かっているだけに、台湾という場の競争力をいか
に強化するかが、台湾経済の持続的発展にとって
今まで以上に重要性を増している。

台湾の経済成長率を要素投入別に分解してみる
と、TFP（全要素生産性）の寄与度が足元大きく
悪化している状況にある（図表6）。また、産業政
策上育成対象とされてきた液晶パネル、DRAM、
太陽電池、LED 産業も大きな赤字を抱えるなど、
苦境にある。資金力を元に技術の体化された設備
を導入する形で発展を遂げようとしてきた産業が
岐路にあるように映る。

こうしたなか、馬総統も2期目の総統就任演説
において「台湾のグローバルな競争力強化の五つ
の柱」のなかで、「経済成長のエネルギー強化」と
いう柱を立て、「イノベーション指向」・「価値創造」
型の産業創出、サービス業の高度化、製造業のサー
ビス化を推進するとの方針を打ち出している（図
表7）。それに先立つ 2011 年4月に経済部が発表
した「産業発展綱領」においても、従来よりも「多
元的」なイノベーションが強調されている。社会
科学・人文科学の成果をも踏まえた多様な産業発
展のあり方が模索されようとしている。また、「低
炭素とグリーンエネルギーの環境づくり」を念頭
においた産業発展も、産業政策の中核に位置づけ
られている。加えて、台湾経済の持続的発展を実
現するためには、環境以外に、少子高齢化への対
応も必要不可欠である。

しかしながら、コスト競争力の強化にもしっか
りと配慮すべきであるとの声が依然として財界か
ら出ている。台湾電力、台湾中油の経営再建と省
エネ社会の実現、省エネ産業の発展促進を狙った
電気料金、石油製品価格引き上げに対して、強い
反対の意が表明されたことは記憶に新しい。
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（資料）台湾行政院主計総処「98 年多因素生產力統計」より作
成

図表6 台湾の成長会計（非農業部門）



また、2012 年5月 29 日に開催された経済部産
業発展諮問委員会では、「競争力ある柔軟性に富
んだ為替レートを維持し、産業の競争力を高める」
との提言が盛り込まれており、韓国などを意識し
た為替政策を求める声が出ている（図表8）。「非
労働報酬の増加による賃金上昇の抑制といった問
題を解決」すべきとの提言が出ているが、社会保
険負担の増加が賃金の抑制につながっているとの
認識が示されており、所得格差是正、社会保障財
政の健全化、日本同様高齢者に厚く分配されてい
る社会保障給付の是正といった少子高齢化とも関

わる諸課題と衝突する可能性がある。
こうした圧力を緩和するためにも、イノベー

ションを通じた非価格競争力の強化、台湾経済の
体質強化を図らなければならない。民間企業との
コミュニケーション、共同歩調を図り、新たな台
湾の競争力の源泉を発掘できるか。その成否が対
中交渉上も、他国との経済交流の強化上も、鍵を
握るように思われる。

1 「馬総統副総統與国際媒体茶敘」2008 年5月 21 日（http://www.mac.gov.tw/ct.asp?xItem=52013&ctNode=5628&mp=1&xq_

xCat=2008、2012 年4月 30 日ダウンロード）。
2 『読売新聞』2008 年6月5日。
3 馬政権発足以前は、第三国・地域の永久居住権をもっている中国大陸地区住民（第3類）、第三国・地域に旅行やビジネス視察目

的で出国し、途中台湾観光に立ち寄る中国大陸地区住民（第2類）にしか台湾観光が許されていなかった。
4 台湾経済部工業局「101 年経済部両岸産業搭橋専案場次資訊」2012 年5月2日（http://www.moeaidb.gov.tw/external/ctlr?

PRO=filepath.DownloadFile&f=policy&t=f&id=2839、2012 年5月3日ダウンロード）。
5 具体的な成果の事例については、台湾経済部工業局、同上資料、伊藤信悟「「チャイワン」は日本企業の脅威か？～台湾の中国活

用型成長戦略～」（『みずほリポート』2010 年3月 17 日）、15～19 頁、50～55 頁、台湾経済部技術処「搭橋専案推動成果及展望」
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①経済成長のエネルギー強化
・「自由経済モデル区」、ECFA 後続協議、シンガポール・

ニュージーランド等との FTA 交渉加速、8年以内の
TPP 加入準備

・「イノベーション指向」・「価値創造」型の産業創出、サー
ビス業の高度化、製造業のサービス化、等
②雇用の創出と社会における公平・正義の定着
・格差縮小、「応能主義」・「租税正義」に基づく財政改革、

少子高齢化への対応、等
③低炭素とグリーンエネルギーの環境づくり
・エネルギー価格の合理化、等
④文化的国力の構築
・民主、開放、自由、伝統文化の保存と現代文化の結合、
「善良」・「誠信」に満ちた日常生活
⑤人材の積極的な育成と招聘
・住みやすく、友好的、国際的で、差別がなく、賃金面

でも吸引力のある環境の形成、良質な 12 年国民教育
の提供、等

（資料）「中華民国第 13 任総統・副総統宣誓就職典礼」2012 年
5月 20 日により作成

図表7 台湾のグローバルな競争力強化の五つの
柱

1．FTA 交渉、ECFA 後続4交渉の加速とともに、国
内の産業調整戦略・発展計画を提出すべき

2．国家イメージ、ブランドの形成、台湾企業の誠実な
企業倫理の確立により台湾企業に対する国際的な信
任・コンフィデンスを向上

3．競争力ある柔軟性に富んだ為替レートを維持し、産
業の輸出競争力を高める

4．労働政策の全面的な検討、労働法規の緩和により、
労働力不足と失業の併存、非労働報酬の増加による賃
金上昇の抑制といった問題を解決

5．政府のイノベーション、R&D システムの強化、資
源投入により、将来必要となる領域横断的な人材を早
期に育成・招致

6．環境アセスメント制度の徹底的検討により、経済環
境の保護と産業競争力の強化を両立

7．日米欧向け輸出の不振に対応し、内需拡大を強化
8．財政収支画分法の修正により、地方政府により多く

の資源を与え、企業誘致を図る
9．台湾企業の台湾回帰の際に直面する問題解決を支援

し、国内の就業、経済成長を促進
10．全国レベルの財政・経済会議を早期開催し、各界の

関心事項を研究、討論する

（資料）「經濟部產業發展諮詢委員會召開「當前產業關心重大議
題」專題座談會」2012 年5月 29 日により作成

図表8 台湾財界・シンクタンク代表の台湾政府
機関に対する建議



2011 年1月6日（http://www.ey.gov.tw/public/Data/11311673871.pdf、2012 年5月3日ダウンロード）。
6 台湾国家安全局「公告「有關某媒體報導「國安局長：中國採購團是統戰」與事實有所出入」」2010 年 10 月 22 日（http://www.nsb.

gov.tw/991022%E5%9B%9E%E6%87%89.pdf、2012 年5月3日ダウンロード）。
7 「海 基 会 與 海 協 会 関 於 加 強 両 岸 産 業 合 作 的 共 同 意 見」2011 年 10 月 20 日（http: //www. mac. gov. tw/ct. asp?

xItem=98525&ctNode=7182&mp=117、2012 年5月 10 日ダウンロード）。
8 台湾交通部観光局「中華民国 99 年来台旅客消費及動向調査」。
9 「管中閔：ECFA 貨品貿易協議 明夏完成」（『経済日報』2012 年5月 24 日）。
10 「馬 総 統 訪 視 外 交 部 並 闡 述「活 路 外 交」的 理 念 與 策 略」2008 年 8 月 4 日（http: //www. mac. gov. tw/ct. asp?

xItem=52008&ctNode=5628&mp=1&xq_xCat=2008、2012 年4月 30 日ダウンロード）。

交流 2012.6 No.855

― 8 ―



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


